
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年 11 月 370 号 

神戸市立西神中学校 
神戸市西区竹の台 5 丁目 21 

TEL078-992-2700 

 

「一致団結～さらなる飛躍を仲間とともに」 

 

第３学年総務 藤原 智代 

 

うだるような暑さから解放され、コスモスまつりや紅葉の便りが聞かれるようになってきまし

た。やるべきことがたくさんありバタバタと毎日が過ぎていきますが、ふと顔を上げると赤道周辺

の金木犀にはたくさんの花が咲き、いい香りがしていることに気づきます。そんなところからも、

季節の移り変わりを確実に感じることができます。 

 9 月半ば、神奈川県より富澤裕先生を講師にお迎えして、暑い体育館で大量の汗をかきながら合唱

講習会を実施しました。その後、「自分で自分の限界をつくらない」という教えを礎に、各クラスで

の合唱練習がスタートしました。はじめはバラバラだった歌声も、日を追うごとに響きが増し、校

舎全体が歌声に包まれていく様子は圧巻でした。 

 そんな毎日の練習の中で、知らず知らずのうちにやっていたこと。それは、仲間の声を「聴く」

こと。隣の人の声を聴くことから始まり、自分のパート全体の音を聴く、他のパートの音を聴く、

さらには全体のハーモニーや会場の響きを聴く。そしてその響きに自分の声を溶け込ませる。目に

見えるものをそろえるだけでも難しいのに、ましてや見えないものをそろえる難しさ。一人一人異

なる環境で、異なる経験をしながら成長しているからこそ、同じものを聴いても様々な角度からの

気づきがあります。その思いを自分の言葉で相手に伝え、よりよい響きにするために試行錯誤する

姿がどのパートにも、どのクラスにもみられました。「中学生の可能性は無限大」「やればできる」

を実感した毎日でした。 

 異常なほどの残暑と想定外のインフルエンザの猛威からスタートした２学期も、いよいよ折り返し

地点を迎えました。行事で培った絆をもとに、仲間の声を聴き、その声に寄り添い、そしてコミュニ

ケーション力を磨くことで、それぞれが勇気をもって飛躍の一歩を踏み出し、仲間と共に更なる高み

を目指してくれることを願っています。 

「生徒会 TIME」                            ３年１組 橋本 航 

 中学校生活最後の文化発表会が終わりました。僕は映像係として生徒会 Time に携わりました。裏方作業を

して学んだことは、人に見られないところでも頑張る大切さです。今回のスライドを編集するにあたり、夜遅

くまで最適解を探しました。親とも相談し、客観的な視点を入れて制作していきました。映像がどう評価され

るか以前に、スライドやエンドロールを見てくれた数少ない人を満足させる、という目標のもと頑張りまし

た。本気で取り組めたことを誇りに思います。制作過程で、平和について改めて考えることができたこともよ

かったです。  

 今回の文化発表会は、本当に後悔なく終えることができました。準備してくださった先生方、相談に乗って

くれた家族、一緒に合唱練習に取り組んだ仲間に感謝します。ありがとうございました。この 2 日間を忘れる

ことはないと思います。最高でした。 

文化発表会を終えて（３年生） 

神戸市立西神中学校   校訓「創造 友愛 鍛錬」 

自ら学び 自ら考え 自ら行動する生徒を育む 

学びと経験を礎に、感性と想像力豊かな生徒を育む 

家庭・地域との連携を通して、社会と共に生きる生徒を育む 

「気持ちの良い文化発表会」                      ３年１組 久保 堯義 

 今回の文化発表会は、すごく気持ちの良いものになった。 

10 月頃から、本格的に合唱練習が始まった。その時はまだ、歌詞ですら全然覚えていなかったので、本番まで

に間に合うか分からなかった。しかし、歌詞を覚えてから、日を追うごとにどんどんクラスが上手くなっていく

のを感じた。また、１・２年生の頃のように声を大きくするだけでなく、子音をはっきり発音したり伸ばすとこ

ろを全員で伸ばしたり意識しながら練習した。パートリーダーとして練習中、みんなの歌う合唱曲を聴くと、子

音を長く発音できているかどうかで聴こえ方が全然違ったので、これは大切なことだと感じた。 

本番のホール、クラス合唱では歌い始めをしっかりと意識し、練習以上の合唱ができた。2 組の合唱はハモリ

がとても綺麗で、負けてしまったかもしれないと思った。しかし、勝ったと分かった時はすごく嬉しかった。学

年合唱は後輩達に人数の多さで負けてしまうため、クラス合唱は後輩たちより良い歌にしたいなと思っていた。

実際、１組も２組もクラス合唱の完成度は高かったと誇りに思っている。 

また、学年合唱は富澤先生に教えてもらった発声を意識して、最高学年として良い歌にできるように頑張っ

た。クラス合唱よりも練習時間が短かったが、満足のいくものになったので良かった。 

「信じる」                              ３年２組 加藤 怜奈 

 今年の合唱コンクールは、昨年より心に残るものになりました。そう思えるのは、合唱練習期間中、パー

ト・クラス全員が「信じる」という思いをもっていたからです。私は練習期間に、周りの友達からたくさんの

刺激をもらいました。合唱練習をするためにパソコンや夢風船を持って帰る人、早く練習が始められるように

呼びかける人、難しい点や改善したい点を素直に話し合えるような雰囲気をつくってくれている人。刺激を与

えてくれた人のおかげで、自分自身も歌詞の意味や込められた想いを調べ、成長することができました。文化

発表会当日、緊張で声が出るか心配でしたが、いつも通り笑顔で指揮台に立ってくれた指揮者のおかげで、思

いっきり歌うことができました。歌い終わった後は、やり切ったという達成感でいっぱいでした。優勝ができ

なかったという悔しさはありますが、後悔は全くありません。「信じる」気持ちを高めることができたのは、ク

ラスのみんなのおかげです。 

 「信じる」。この歌の歌詞の最後は、自分自身に語りかけるものになっています。この歌詞のように、「自分

や相手を信じること」でいっぱいの中学生活にしたいです。 



 

日 曜 朝 学　校　行　事　　学　年　行　事 進路関係 保健・管理 生徒会行事
昼
食

給
食

1 水 1 体育会予備日　　SC ○ ✕

2 木 3
体育会予備日

掃除なし
部活動中止
専委・学協、学委
週番引継２→３

○ ○

3 金
文化の日
パンジー大作戦（販売）：プレンティ―
神戸市駅伝大会（三木防災公園）

4 土

5 日 野球会場（全日）

6 月 全 野活事前②（AM） 部活動中止② 13 13

7 火
野外活動②(滋賀)

幼児ふれあい体験③（23ｈ：体育館・多目的・武道場） 部活動中止② 13 13

8 水 3 野外活動②(滋賀) 【５ｈ】
進路保護者会
14：30～（武道場） 掃除なし 部活動休養日 13 13

9 木 1 野活事後②（234ｈ） 部活動中止② 13 13

10 金 2
あすチャレスクール③　２・３ｈ　（体育館)
SC 週番引継３→１ ○ ○

11 土 　

12 日
竹の台まつり
パンジー大作戦（販売）

13 月 全 立候補受付（昼・放） ○ ○

14 火 達
性教育デリバリー授業①56h
図書館ボランティア　15:30～
温給食（鶏肉のさっぱり煮）

立候補受付（昼・放） ○ ○

15 水 3 個別保護者会③６ｈ～ 掃除なし
立候補受付（昼・放）

部活動休養日
○ ○

16 木 1
個別保護者会③６ｈ～ ポスター撮影（放：2-

1）
○ ○

17 金 2 教育相談開始45×6+30
期末考査範囲発表 　SC

個別保護者会③６ｈ～ 週番引継１→２ ○ ○

18 土

19 日

20 月 全 個別保護者会③６ｈ～ 政見放送撮影 ○ ○

21 火 個別保護者会③６ｈ～ 政見放送撮影 ○ ○

22 水 3 掃除なし ○ ○

23 木 勤労感謝の日

24 金 2
ひまわりの会：CRⅡ　10:30～
パンジー大作戦（植替）②
図書館イベント（昼） SC

○ ○

25 土

26 日

27 月 期末テスト 掃除なし ✕ ✕

28 火 期末テスト 特支スポーツフェスタ（AM） 掃除なし ✕ ✕

29 水 期末テスト 掃除なし △ ○

30 木 1 ○ ○

20 日

令和５年度　　１１　月　学　校　行　事　予　定　表（生徒用）　神戸市立西神中学校

授業日数 表の見方

朝欄　全：全校朝集　数字は学年集会　達は「まとめの達人」：生徒の学習活動
昼食欄　生徒により要・不要がある場合は△　数字は学年（給食欄についても同様）
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表彰の記録 

技術家庭科 

第 67 回神戸市立中学校技術家庭科作品展 優秀賞           矢島 琥太郎 

第 67 回神戸市立中学校技術家庭科作品展 青少年科学館賞   田中 聡祐 

第 67 回神戸市立中学校技術家庭科作品展 入選 

小河 律音奈、田中 聡祐、岡本 紗穂、島田 芽依、萩原 あおい、山里 明日葉、金子 ひより、 

矢島 琥太郎、山根 真結、中嶋 乙葉、中山 梓 

第 51 回兵庫県中学校技術家庭科研究大会優良賞        中嶋 乙葉 

国語 

令和５年度第 43 回兵庫県中学校総合文化祭 書写部門発表会 特選   端 菜々美 

令和５年度第 43 回兵庫県中学校総合文化祭 書写部門発表会 入選   山根 真結、中嶋 乙葉 

女子ソフトテニス部 

神戸市中学校新人ソフトテニス新人大会 個人戦  第 9 位(県大会出場) 髙原 莉紗、前田 こな 

神戸市中学校新人ソフトテニス新人大会 学校対抗の部 優勝（クラブチーム）     森下 蘭

（クラブチーム） 

「平和であること」                          ３年２組 寺下 大智 

 文化発表会の「生徒会 Time」に向けて、たくさん準備をして練習した。しかし、本番は良い意味で、文字通

り一瞬で終わってしまうということを強く感じた。 

初めて台本を見たとき、今まで勉強してきた戦争の惨禍が鮮明に思い出され、出演に立候補したにも関わら

ず、抵抗を感じてしまった。一歩間違えれば失礼にあたる内容を、自分はやりきることができるのだろうかとい

う不安にも駆られた。しかし、「重くのしかかるものもあるけれど、誰かが絶対に伝えてなくてはいけないこと

だ」と思い、どうすれば見ている人の胸に刺さるのか、本気さが伝わるのかを考え話し合って、台本にはない演

技や動きを付け加え、練習を繰り返した。平和をテーマとして扱うということは、亡くなった方々の代わりに悲

惨さを伝える役割を担うということだ。どこまで見ている人の胸に刺さる演技になったかは分からないが、少な

くとも二度と戦争を起こしてはいけないということは伝えられたと確信している。また、以前の自分なら、内容

の深刻さを理解しないまま演技に臨んでしまっていたと思う。しかし、修学旅行・平和学習・社会の授業で学ん

だことなどが、確実に自分の成長に繋がっていることを、練習や演技を通して実感できて良かった。  

指定学校の変更について 

神戸市では、住所地により決められた校区の小学校・中学校（指定学校）に通学していただ

いています。しかし、相当な理由がある場合は、指定学校の変更ができる場合があります 

（例：年末に隣の校区に転居するが、３月に卒業予定のため今の学校で卒業したい）。 

 指定学校の変更を希望される場合は、学校へご相談ください。 

 なお、指定学校に関する詳しい基準や手続きについては、神戸市ホームページに掲載してお

ります。 

【神戸市ホームページ】（右記、QRコード参照） 

http://www.city.kobe.lg.jp/child/school/area/kouku/ 

行事変更のお知らせ 

2 月実施の学年末考査の日程を変更します。ご確認ください。 

変更前 2 月２１日（水）・２３日（木）・２６日（月） 

変更後 2 月２０日（火）～２３日（木） 

※2 月２０日（火）３年生は２教科実施で３校時で下校になる予定です。 

 


